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『
拾
玉
得
花
』
は
、

こ
れ
ま
で
長
年
の
問
、
金
春
楠
竹
の
著
作
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
質
は
そ
れ
は

誤
で
あ
っ
て
、
観
世
世
阿
摘
が
締
竹
に
輿
へ
た
惇
香
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
せ
ら
れ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
内
容
は
、
な
ほ
篠
認
せ
ら
れ
る
じ
至

ー
、
ノ
』
司
「
h
h
円

、

為

、

，

〆

、

唱

円
v

t-J自
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刀
/
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手十ハ

と
い
ふ
の
は
、
従
来
鵡
竹
の
作
と
信
じ
ら
れ
て
ゐ
た
『
拾
玉
得
花
』
が
、
果
し
て
世
阿
捕
の
作
に
ふ
さ
は
し
い
内
察
を
持
つ
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
断
定
に
螺
路
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
ど
う
し
て
も
、
確
か
に
世
阿
捕
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
納
得
さ
せ
る

に
足
る
、
新
し
い
読
本
の
出
現
が
必
要
で
あ
っ
た
。
随
っ
て
『
拾
玉
得
花
』
は
、
改
め
て
世
阿
仰
の
著
作
集
に
加
へ
ら
れ
る
や
う
に
は
な
っ
た

し
か
る
に
此
度
、
文
皐
士
金
春
晃
質

け
れ
ど
も
、
内
容
未
確
認
の
ゆ
ゑ
に
、
車
に
参
考
と
し
て
附
載
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

君
に
よ
っ
て
、

こ
の
皐
界
多
年
の
宿
題
を
一
一
挙
に
解
決
す
る
に
足
る
詫
木
が
後
見
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
、
金
春
流

宗
家
金
春
信
高
氏
所
蔵
の
『
拾
玉
得
花
』
で
あ
る
。

金
春
宗
家
所
蔵
本
は
、
大
本
袋
綴
一
冊
、
墨
付
二
十
四
丁
、
奥
に
鵡
紙
四
丁
を
附
す
。
紺
表
紙
裏
の
見
返
し
に
は
、
金
地
に
丸
に
騰
の
初
仰
の

喰
選
ひ
と
丸
に
五
つ
賀
形
の
紋
を
空
捺
し
に
し
た
料
紙
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

表
紙
に
外
題
脊
は
な
い
が
、

第
一
丁
一
仰
の
左
肩
に

「
拾
五
得

花
」
の
凶
字
を
墨
書
し
て
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
紛
れ
も
な
い
『
拾
玉
得
花
』
の
現
存
唯
一
の
停
本
で
あ
る
。

金
春
宗
家
所
蔵
本
は
、

し
か
し
、
世
阿
摘
が
榔
竹
に
附
興
し
た
自
筆
の
原
本
で
は
な
い
。
そ
の
奥
書
が
一
不
す
や
う
に
、
六
代
八
郎
安
照
(
法
名

世
阿
舗
の
「
拾
王
得
花
」
に
つ
い
て
(
野
間
)

七
六



五
十
周
年
記
念
論
集

七
六
凶

硝
曲
、
一
克
利
七
年
八
月
一

d

十
-
日
卒
、
年
七
十
二
)
の
次
男
八
左
衛
門
安
喜

(
法
名
河
一
見
、
立
文
一
万
年
六
月
十
五
日
卒
、
年
七
十
川
)

が
、
明
暦
二
年
五
月
二
十
一
日
付

を
以
て
、
養
子
七
左
衛
門
元
喜
(
法
名
宵
徹
、
貞
享
二
年
-
卒
、
年
六
十
)
に
附
輿
相
体
し
た
特
寓
本
で
あ
る
。
七
左
衛
門
は
安
喜
の
兄
七
郎
氏
勝
(
法
名
…
凶

本
、
慶
長
十
五
日
ヰ
八
月
一
一
干
日
卒
、
年
三
十
五
)
の
女
を
母
と
し
て
、
加
賀
藩
抱
へ
の
能
役
者
林
長
兵
衛
の
次
男
に
生
れ
、
幼
名
を
主
郎
作
と
い
っ
た
が
、

故
あ
っ
て

E
保
四
年
二
十
二
歳
の
時
、
養
は
れ
て
安
喜
の
子
と
な
り
、

七
左
衛
門
元
喜
と
秘
し
た
。
そ
の
問
の
事
情
は
、

『
金
春
家
組
先
並
盗

惇
来
之
由
緒
帳
』
な
ら
び
に
『
秦
宿
繭
竹
田
金
春
家
略
系
』
等
に
詳
し
い
。
そ
し
て
養
父
安
喜
が
落
髪
入
遁
す
る
に
及
ん
で
、
家
督
を
相
繍
し

て
八
左
衛
門
を
名
乗
り
、
晩
年
に
至
っ
て
元
喜
を
照
喜
と
改
め
た
と
い
ふ
。

こ
の
七
左
衛
門
元
喜
を
養
子
に
迎
へ
て
か
ら
間
も
な
く
、
表
老
退

隠
の
期
近
き
こ
と
を
悟
っ
た
安
喜
は
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
時
に
備
へ
て
、
承
臆
・
明
暦
の
間
に
わ
た
っ
て
、
家
義
一
通
り
の
停
授
を
元
喜
に
相

惇
し
た
。
大
正
四
年
三
月
吉
田
東
伍
博
士
が
集
刊
さ
れ
た
『
諸
…
鵡
竹
集
』
は
、

そ
の
多
く
を
こ
の
八
左
術
門
流
の
副
本
に
よ
っ
た
と
い
ふ
こ

と
で
あ
る
が
、
右
『
雄
竹
集
』
所
牧
の
『
至
遁
要
抄
』
は
承
臆
四
年
に
、

『
歌
舞
髄
脳
記
』
は
明
暦
二
年
三
月
十
七
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
安
吾
の

奥
書
を
附
し
て
元
喜
に
輿
へ
た
も
の
で
あ
る
。

又
、
昭
和
十
六
年
の
頃
、
川
瀬
一
馬
博
士
が
大
和
駒
同
乗
岡
氏
所
蔵
の
会
春
家
沓
減
俸
書
類
の

中
か
ら
脱
税
見
し
て
、
新
た
に
世
阿
粥
の
著
作
に
加
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
『
六
義
』
と
『
遊
楽
婆
風
王
位
』
の
雨
書
も
、
前
者
は
明
暦
二
年

五
月
六
日
に
、
後
者
は
同
じ
年
同
じ
月
の
十
一
日
に
、
や
は
り
安
喜
か
ら
元
専
に
附
興
し
た
潟
本
に
よ
っ
て
、
初
め
て
そ
の
内
容
が
明
か
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
は
金
春
宗
家
に
停
へ
ら
れ
て
ゐ
る
『
扮
玉
得
花
』
も
、
も
と
は
こ
れ
ら
の
停
脊
類
と
相
前
後
し
て
、
安
喜
か
ら
元
喜
に

相
惇
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

八
左
衛
門
安
喜
は
、
家
筋
か
ら
い
へ
ば
、
金
春
の
庶
流
で
あ
る
。
庶
流
の
八
左
衛
門
家
に
、

一
子
相
俸
の
、
家
の
大
事
の
停
脊
類
が
潟
し
博

へ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
木
書
の
安
喜
の
奥
舎
に
は
、

「
歴
代
総
曲
、
体
=
家
督
一
人
一
市
其
他
庶

子
傍
孫
、

途
不
v
能
v

窺
昌
闘
奥
於
寓
一
-
尖
」
と
い
び
、

し
か
し
「
如
是
、

兄
七
郎
氏
勝
、

不
幸
市
早
世
故
、
老
父
、
家
侍
之
純
奥
相
緒
、
而
欲
v

惇
司
之
子
令
市
孫
々
一
市
以
残
二
関
世
品
、
悉
家
惇
秘
曲
救
様
、

於
所
v

令
=
相
停
-
也
」
と
説
明
し
て
ゐ
る
。

安
喜
の
見
氏
勝
は
、

三
十
完
成
の
若

' 

~ 

，、



さ
で
、

父
に
先
だ
っ
て
死
ん
だ
。

父
安
照
は
時
に
五
十
三
歳
、
般
に
家
督
を
氏
勝
に
譲
っ
て
隠
居
の
身
分
で
あ
っ
た
が
、
嫡
孫
七
郎
重
勝
(
法
名

宗
竹
、
立
永
十
一
年
九
月
四
日
卒
、
年
一
二
十
九
)
が
嘗
時
ま
だ
十
五
歳
の
若
輩
で
あ
っ
た
た
め
、

再
び
金
春
太
夫
の
職
に
復
し
、

重
勝
の
審
事
指
導
に
努

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
何
分
に
も
老
齢
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
自
分
の
死
後
に
於
け
る
家
欝
の
相
続
な
ら
び
に
重
勝
の
後
見
の
こ
と

を
慮
っ
て
、

次
男
の
安
喜
に

「
累
代
一
人
相
譲
之
嫡
惇
口
決
、

不
v

残
二
事
-
令
畠
救
授
一
使
昌
家
書
悉
寓
v

之、

加
=
流
援
之
名
利
-
市
興
v

之
」

(
べ
索
宿
竹
繭
回
金
春
家
略
車
内
』
)
0

こ
れ
が
「
庶
子
惇
受
之
初
」
で
あ
っ
た
。

『
金
春
家
祖
先
並
事
惇
栄
之
由
緒
帳
』
に
は
、

「
家
倖
之
儀
は
、
次
男
八

左
衛
門
安
喜
に
、

不
残
博
被
仕
候
、
歌
舞
根
本
一
子
相
停
を
庶
子
に
惇
授
仕
候
最
初
に
而
御
座
候
」
と
あ
っ
て
、

あ
た
か
も
安
一
一
時
だ
け
に
家
惇

の
俸
叫
伐
を
沼
地
許
し
た
か
の
や
う
に
記
し
て
ゐ
る
が
、
三
男
氏
紀
に
も
一
部
を
相
惇
、
書
潟
せ
し
め
た
こ
と
は
、
庄
左
衛
門
家
に
一
石
和
三
年
氏
紀

書
官
伺
の
『
花
鏡
』
の
樽
寓
本
が
惇
へ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、

か
う
し
て
金
春
家
惇
の
秘
書
類
は
、
庶
流
の
八
左
衛
門
家
に
そ
の
副
本
を
惇
へ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
や
が
て
元
和
七

年
に
安
照
は
放
し
た
。
嫡
孫
の
重
勝
は
肢
に
三
十
歳
に
達
し
て
ゐ
た
が
、
安
照
は
何
故
か
家
停
の
書
物
を
一
旦
一
五
喜
・
氏
紀
の
雨
人
に
預
け
、

所
領
五
百
石
を
分
っ
て
三
百
石
を
重
勝
に
、

百
五
十
石
を
一
布
喜
、

五
十
石
を
氏
紀
に
配
賞
し
て
死
ん
だ
。

こ
れ
が
後
に
重
勝
と
元
喜
と
の
聞
に

権
執
を
生
ず
る
原
因
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
家
停
の
書
物
は
安
照
の
死
後
間
も
な
く
、
十
月
八
日
付
の
一
市
喜
・
氏
紀
雨
人
漣
暑
の
議

吠
を
添
へ
て
、
重
勝
の
許
に
逸
ら
れ
た
。
そ
の
譲
吠
は
「
金
春
家
之
書
物
之
日
組
、

七
郎
殿
へ
汚
申
候
書
物
情
」
と
題
し
、

「
，
次
第
不
同
書
物

以
上
威
拾
威
」
部
を
列
記
し
た
末
に
、

な
ほ
そ
の
外
に
「
松
下
云
事
之
妖
あ
ま
た
」
及
び
「
世
阿
粥
誠
本
五
番
」
を
附
記
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
に

著
録
せ
ら
れ
た
「
風
姿
花
停

一
mw」
・
「
花
の
か
、
み
は

υい
計
ャ
同
」
・
「
至
花
遁
同
」
・
「
世
阿
掬
誠
本
五
番
」
は
、
先
年
川
瀬
博
士
が
駒
岡
乗

岡
氏
所
蔵
の
金
春
家
奮
臓
偉
書
類
の
中
か
ら
後
見
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
「
拾
玉
得
花
同
(
一
冊
こ
は
そ
の
中
に
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

や
は
り
川
瀬
博
士
が
金
春
家
奮
減
俸
書
類
の
中
か
ら
見
出
さ
れ
た
、

十
四
代
七
郎
氏
綱
(
法
名
禅
林
、
安
水
七
年
正
月
十
三
日
卒
、
年
七
十
二
)

の
自
筆
書
留
に
は
、
世
阿
禰
・
縄
竹
雨
名
の
奥
書
の
み
一
文
、
も
し
く
は
雨
奥
書
の
年
月
署
名
の
み
を
抄
記
し
た
も
の
な
ど
、
す
べ
て
五
種
に
及

世
阿
閣
の
「
拾
玉
得
花
」
に
つ
い
て
(
野
間
)

じ
六
五
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五
十
周
年
記
念
論
集

七
六
六

ん
で
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
ま
で
は
金
春
宗
家
に
相
惇
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
間
遠
び
は
な
い
。

恐
ら
く
明
治
維
新
前
後
に
、
世
阿

加
川
自
筆
の
原
本
は
金
春
宗
家
か
ら
流
出
し
、

八
左
衛
門
家
所
俸
の
副
本
も
亦
箆
底
に
純
め
ら
れ
た
ま
ま
、

い
つ
と
な
く
そ
の
存
在
を
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
も
の
と
見
え
る
。
そ
れ
以
来
『
拾
玉
得
花
』
の
正
慨
が
不
明
に
な
り
、
そ
の
作
者
に
関
し
て
大
き
な
誤
が
停
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
吉
田
博
士
が
『
拾
玉
得
花
』
を
純
竹
著
述
の
一
と
認
め
て
、

こ
れ
を
『
締
竹
集
』
に
牧
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に

は
そ
れ
だ
け
の
十
分
な
根
擦
が
あ
っ
た
わ
即
ち
博
士
は
、
専
ら
八
左
衛
門
家
相
俸
の
副
木
を
氏
本
と
し
て
『
締
竹
集
』
を
集
刊
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
際
、

八
左
術
門
家
七
代
の
安
住
(
文
政
十
三
年
五
月
七
日
卒
、
年
七
十
)
の
輯
鍬
に
か
か
る
『
系
詩
集
録
』
所
牧
の
前
記
「
金
春
家
之
脊

物
之
日
記
」
に
基
い
て
、
り
て
の
書
目
の
中
か
ら
、
蛍
時
存
亡
不
明
で
あ
っ
た
『
花
鏡
』
・
「
巳
心
集
』
・
「
翁
之
大
事
』
等
、

及
び
飢
に
明
治
四
十

二
年
二
月
に
「
世
阿
掬
十
六
部
集
』
に
A
n
刊
し
た
『
風
姿
花
惇
」
・
『
至
花
道
」
・
「
人
形
日
記
』
(
『
二
曲
三
間
綿
圃
旬
、

更
に
現
存
す
る
綿
竹
の
著

作
『
五
一
音
三
曲
」
・
「
歌
舞
髄
脳
記
』
・
「
六
輪
一
露
之
記
」
・
『
五
一
音
』
(
『
五
管
次
第
』
)

等
を
順
次
消
去
し
て
、
最
後
に
残
っ
た
『
拾
玉
得
花
』
を
、

天
文
年
中
の
笛
師
中
村
親
能
の
能
舞
笛
榔
停
書
『
金
瑠
落
梅
』
中
に
牧
め
ら
れ
た
、
康
正
二
年
九
月
二
日
金
春
氏
信
の
砦
名
あ
る
一
篇
で
あ
る

と
認
め
た
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、

「
榔
竹
の
奥
に
書
け
る
和
歌
に
、
う
か
ぴ
い
で
て
、

か
か
る
も
く
づ
の
花
も
さ
け
、
き
よ
き
な
ぎ
さ
の

玉
の
光
に
と
よ
め
る
に
A
n
せ
考
へ
て
、
確
と
悟
ら
る
れ
ば
な
り
。
匂
中
に
、
花
の
開
く
、

玉
の
光
る
と
い
ふ
は
、

や
が
て
玉
を
拾
ひ
、
花
を
得

る
意
な
る
こ
と
、
明
白
な
ら
ず
や
。

さ
れ
ば
、
今
は
題
銘
を
ば
拾
王
得
花
と
押
し
て
、

此
に
挿
入
す
」
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
其
内

-
容
の
五
一
音
十
慨
は
、
世
阿
捕
の
五
一
音
一
説
を
蹟
め
て
、
更
に
十
開
の
訟
を
立
て
た
る
者
」
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
来
『
拾
玉
得
花
』
は
常
に

硝
竹
著
述
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
、
吉
田
博
士
認
定
の
木
文
を
引
用
す
る
の
が
例
と
な
っ
た
。

昭
和
七
年
六
月
野
々
村
戒
三
氏
新
編
の
『
金
春
十
七

部
崎
県
』
に
も
、
施
竹
篇
に
は
新
た
に
『
十
九
一
音
の
能
の
心
持
の
事
』
と
『
百
ヶ
係
』

の
二
部
を
増
補
し
た
以
外
に
は
、
他
は
す
べ
て
吉
田
博
士
枚

訂
の
本
文
を
再
録
し
、

こ
れ
に
や
や
詳
し
い
頭
注
を
加
へ
る
に
と
ど
ま
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
、

『
拾
王
得
花
』
を
耐
竹
作
と
し
、
吉



J 

，、

田
博
士
認
定
の
本
文
を
再
録
す
る
こ
と
、
他
と
同
様
で
あ
っ
た
。

曲
習
道
五
位
一
音
之
次
第
」
に
、

し
か
し
吉
田
博
士
が
『
拾
玉
得
花
』
と
認
定
し
た
も
の
は
、
貨
は
慮
、
氷
二
十
七
年
三
月
世
阿
細
川
在
銘
の
「
昔
曲
宜
伎
町
二
仮
題
)
の
後
半
、
「
一
昔

@
 

「
十
林
の
風
姿
」
を
添
加
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
川
瀬
博
士
は
寛
永
頃
の
書
寓
と
推
定
せ
ら
れ
る
虎
菊
三
郎
自

筆
本
の
轄
寓
本
を
紹
介
し
て
、

⑦
 

こ
れ
に
針
し
て
小
林
静
雄
氏
は
、

こ
れ
は
締
竹
が
世
阿
捕
の
「
一
音
曲
五
位
」
の
訟
に
、

お
の
れ
の
「
十
淋
」
の
設
を
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
と
設

-唱『‘、、、

し
ふ
/
.
刀

『
拾
玉
得
花
』
の
前
半
後
半
共
に
や
は
り
蹄
竹
の
著
作
で
あ
り
、

か
っ
新
後
見
の
『
一
品
目

H

問
主
位
』

の
作
者
も
亦
締
竹
と
認
め
る
と
い
ふ
反
論
を
後
表
し
て
争
っ
た
。

①
 

っ
て
、
川
瀬
博
士
の
勝
利
に
終
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
問
題
は
依
然
と
し
て
後
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
何
と
な
れ
ば
、

こ
の
論
争
は
、

し
か
し
、
前
に
述
べ
た
金
春
氏
綱
の
自
筆
書
留
の
殺
見
に
よ

『
拾
玉
得
花
』
は
世
阿
獅
の

著
作
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
の
、
な
は
そ
の
正
鰐
は
剣
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
川
瀬
博
士
は
、
吉
田
博
士
認
定
本
は
、
そ
の
前

出
ヤ
は
世
阿
粥
の
「
王
位
一
音
之
次
第
」
、

後
半
は
騨
竹
の
「
十
鉢
之
事
」
で
あ
る
と
考
へ
た
前
訟
を
鰍
附
し
て
、

前
半
後
半
共
に
世
阿
摘
の
著
作
で

あ
っ
て
、
巻
末
に
附
せ
ら
れ
た
康
正
二
年
の
楠
竹
の
奥
書
を
除
い
た
も
の
が
世
阿
禰
の
『
拾
玉
得
花
』
の
全
容
で
あ
る
と
考
へ
る
に
至
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
二
十
三
年
三
月
に
刊
行
せ
ら
れ
た
『
湖
世
阿
拘
二
十
三
部
集
』
に
は
、
康
正
二
年
の
雄
竹
奥
書
の
代
り
に
、
氏
綱
書
留
に
見
え
る

『
拾
王
得
花
』
の
奥
書
全
文
を
附
け
て
、
吉
田
博
士
認
定
本
を
三
度
牧
録
し
て
ゐ
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、
多
少
の
留
保
を
附
し
て
、
参
考
の

意
味
に
於
て
附
載
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
。

も
し
『
拾
玉
得
花
』
の
王
慨
が
、
果
し
て
川
瀬
博
士
所
設
の
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
世
阿
捕
な
ら
び
に
繍
竹
の
能
熱
論
に
つ
い
て
、

従
来
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
を
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
、
大
き
な
問
題
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
前
半
の
一
音
耐
を
祝

一
一
日
・
幽
曲
・
総
菜
・
哀
傷
・
閑
曲
の
王
位
に
分
つ
こ
と
は
、
新
し
く
後
見
せ
ら
れ
た
『
一
音
曲
五
位
』
の
後
半
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
そ
れ
は
更
に

『
五
一
音
曲
傑
:
』
や
『
五
一
音
』
に
敷
桁
一
俊
展
せ
ら
れ
、
雄
竹
に
縫
承
せ
ら
れ
て
は
『
五
音
次
第
』
や
『
五
一
耳
目
三
曲
集
』
の
所
説
と
な
っ
た
こ
と
、

岐
に
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
に
は
特
に
取
上
げ
て
い
ふ
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
。

た
だ
問
題
は
、
後
半
の
十
駄
の
部
分
で
あ
る
。
世

怜
阿
捕
の
「
拾
玉
得
花
」
に
つ
い
て
(
野
間
)

七
六
じ
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阿
禰
は
『
花
停
第
七
別
紙
口
惇
』
や
『
花
鏡
』
・
『
世
子
六
十
以
後
申
幾
談
義
』
な
ど
に
、
臨
時
主
能
の
十
拡
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
十
鉢
の
名
目
の
一
々
は
不
明
で
あ
っ
た
。
多
t

分
そ
れ
は
、

『
風
姿
花
博
第
二
物
感
慨
:
』
に
い
ふ
老
人
・
女
・
直
面
・
物
狂
・
法

師
・
修
羅
・
榊
・
鬼
・
唐
事
の
九
項
目
を
、

お
ほ
よ
そ
に
引
つ
く
る
め
て
十
鉢
の
名
を
以
て
呼
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、

『
拾
玉
得
花
』
の
後
半
に
見

え
る
、
祝
一
言
・
幽
玄
・
機
慕
・
哀
傷
・
閥
・
麗
髄
・
澄
自
慢
・
濃
髄
・
有
心
髄
・
事
可
然
慢
の
十
税
の
如
き
は
、
歌
遁
思
想
を
能
幾
論
に
取
入

れ
た
欄
竹
の
考
案
に
な
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
今
、
そ
の
『
拾
玉
得
花
』
の
後
半
も
亦
世
阿
粥
の
作
に
成
る
も
の
と

す
れ
ば
、
世
阿
禰
の
い
ふ
能
の
十
鉢
と
は
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
歌
道
思
想
を
取
入
れ
て
能
幾
論
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
早
く
世
阿
禰
に

創
ま
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
川
瀬
博
士
は
自
設
を
裏
づ
け
る
た
め
に
、
世
阿
禰
が
歌
道
に
深
く
求
め
て
ゐ
た
事
寅
を
殺
す
る

も
の
と
し
て
、
世
阿
嫡
が
繍
竹
に
輿
へ
た
停
書
『
六
義
』
を
翠
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
九
位
の
内
の
妙
花
風
・
寵
深
花
風
・
閑
花
風
・

E
花
風
・

横
精
風
・
強
細
風
を
、
お
の
お
の
風
・
賦
・
比
・
興
・
雅
・
碩
の
詩
の
六
義
に
配
嘗
し
、

か
っ
そ
の
心
を
『
古
今
註
』
を
引
用
し
て
説
明
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
十
鉢
に
関
し
て
は
、

『
拾
玉
得
花
』
と
は
濁
立
に
、

「
十
鉢
之
事
」
だ
け
を
停
へ
て
ゐ
る
金
春
安
住
筆
銀
本
・
林
氏

喜
手
寓
本
の
存
在
を
指
摘
し
て
、
世
阿
禰
著
作
と
し
て
の
可
能
性
を
強
調
せ
ら
れ
た
。

た
だ
そ
の
場
合
、
安
住
筆
鋒
木
・
氏
喜
手
寓
本
の
い
づ

れ
も
が
、
繭
竹
の
手
を
経
て
惇
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
博
士
は
こ
と
さ
ら
に
聴
く
考
へ
ょ
う
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
吉
田
博
士
総
定

本
を
以
て
、
世
阿
禰
著
作
の
『
拾
玉
得
花
』
と
認
め
よ
う
と
す
る
意
識
が
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
聞
に
働
き
か
け
た
た
め
で
あ
ら
う
。

と
も
あ
れ
、

さ
う
し
た
繁
雑
な
考
読
の
手
績
を
必
要
と
し
た
と
い
ふ
の
も
、

一
に
信
頼
す
る
に
足
る
謹
本
が
後
見
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、

此
度
の
金
春
宗
家
所
蔵
本
の
後
見
に
よ
っ
て
、
世
阿
禰
著
作
の
『
拾
玉
得
花
』
は
、
吉
田
博
士
認
定
木
と
は
全
く
内
容
を
具

に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
新
た
に
判
明
し
た
。
そ
れ
で
は
吉
田
博
士
認
定
本
は
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
へ
ば
、

川
瀬
博
士
の
最
初
の
所
設
の
如
く
、
世
阿
禰
の
「
五
位
品
目
之
次
第
」
に
、
一
端
竹
が
自
己
の
「
十
鉢
之
事
」
を
附
載
し
て
一
番
を
成
し
た
と
考
へ

る
の
が
、
最
も
尖
嘗
の
設
で
あ
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。



前
に
も
述
べ
た
や
う
に
、
金
春
宗
家
所
蔵
本
は
世
阿
嫡
自
筆
の
原
本
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、

八
左
衛
門
安
喜
が
香
川
烏
し
た
他
の
停
室
内
類
の

副
本
と
同
じ
く
、
金
春
宗
家
に
惇
は
る
世
阿
禰
自
筆
の
原
本
を
出
来
る
だ
け
忠
賞
に
寓
し
と
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
り
て
れ
が
一
子
相
俸
の

家
停
印
可
の
詮
と
し
て
筆
寓
を
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
父
の
八
郎
安
照
が
そ
れ
に
奥
書
を
加
へ
て
誇
明
し
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

明
か
で
あ
る
。

も
っ
と
も
子
細
に
本
文
を
貼
検
し
て
行
く
と
、

世
阿
嫡
・
縄
竹
の
判
ま
で
模
~
局
し
て
ゐ
る
が
、

そ
の
一
方
で
は
「
稽
古
」
の

「
稽
」
字
を
「
秋
」
と
「
首
」
の
二
字
の
や
う
に
書
い
た
り
、

「
休
」
を
「
体
」
に
、

「
注
」
を
「
住
」
に
、

「
撤
」
を
「
動
」
に
、

「
木
」
を

「
来
」
に
、
「
微
」
を
「
山
」
と
「
汲
」
の
A
口
字
に
、
「
臨
」
を
「
騰
」
に
、

「
態
」
を
「
熊
」
に
、
「
故
」
を
「
政
」
に
、
「
末
」
を
「
未
」
に
、

「
ら
」
を
「
、
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
っ
て
ゐ
る
。
最
も
多
い
の
は
「
然
」
を
「
就
」
に
誤
り
記
し
て
ゐ
る
こ
と
で
、
そ
の
外
に
は
「
さ
る
ほ
と

に
」
を
二
度
重
ね
書
い
て
、
見
せ
消
ち
に
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
世
阿
掬
自
筆
本
の
殺
そ
の
ま
ま
で
あ
る
か
、
或
は
筆
潟
の
際
に
於

け
る
安
喜
の
誤
で
あ
る
か
、

い
づ
れ
と
も
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
勿
論
安
喜
の
誤
寓
が
会
一
く
な
い
と
は
い
へ
な
い
が
、

hc
う
か
と
い
っ

て
、
全
部
が
全
部
、
安
喜
の
誤
寓
だ
と
も
い
へ
な
い
で
あ
ら
う
。

全
巻
に
わ
た
っ
て
、
朱
を
以
て
句
讃
を
施
し
、
保
名
を
撮
り
、
漢
字
を
宛
て
、
行
間
に
出
血
(
戎
は
解
樺
を

又
本
文
か
ら
奥
書
に
至
る
ま
で
、

注
記
し
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
も
、
世
阿
禰
自
筆
本
を
そ
の
ま
ま
寓
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
、
そ
れ
と
も
後
に
な
っ
て
加
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

世
阿
禰
が
最
初
か
ら
自
分
の
文
章
に
一
々
讃
仮
名
を
つ
け
、
漢
字
を
宛
て
、
出
典
や
解
樺
の
注
記
を
し
て
典
へ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
ま
づ
考
へ

ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
や
は
り
後
に
な
っ
て
縄
竹
が
加
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
純
竹
は
二
十
四
歳
の
疋
長
元
年
に
こ
の
ま
門
物
を

相
博
し
て
、

四
十
九
歳
の
享
徳
二
年
に
な
っ
て
、

ど
う
い
ふ
つ
も
り
か
、
自
分
の
奥
書
を
加
へ
て
ゐ
る
。
或
は
こ
の
時
、
嘗
て
「
若
年
之
時
師

家
」
か
ら
相
博
し
た
本
書
を
讃
返
し
て
、
そ
の
後
の
稽
古
に
よ
っ
て
自
得
し
た
と
こ
ろ
を
書
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、

し

か
し
そ
れ
に
し
て
は
、

い
ま
さ
ら
讃
仮
名
を
つ
け
た
り
、
漢
字
を
宛
て
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
思
は
れ
な
い
。

か
う
し
た
惇
帯
相
俸
の
手

世
阿
捕
の
「
拾
玉
得
花
」
に
つ
い
て
(
野
間
)

七
六
九



;
i
l
-
-
i
i
I
l
e
i
-
-

五

十

周

年

記

念

論

集

績
を
明
か
に
し
な
い
け
れ
ど
も
、
後
世
の
や
う
に
形
式
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
代
と
は
遺
っ
て
、
最
初
相
俸
の
時
に
は
、
師
家
か
ら
附
興
せ

ー七
，じ

O 

ら
れ
た
自
筆
の
原
本
を
前
に
置
い
て
、
そ
の
讃
み
方
か
ら
字
句
の
解
樺
、
文
章
の
意
味
ま
で
講
義
を
聞
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

J
-

、.‘コ

J
'
ト，刀

f

こ
れ
は
、
純
竹
の
書
入
れ
で
あ
る
が
、
世
阿
粥
が
さ
う
い
ふ
風
に
讃
ま
せ
、
さ
う
い
ふ
意
味
で
書
い
た
と
い
ふ
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
と
考
へ
て

ょ
い
と
思
ふ
。

い
づ
れ
に
し
て
も
世
阿
掬
自
筆
の
原
本
の
存
亡
が
不
明
で
あ
る
今
日
、

こ
の
金
春
宗
家
所
蔵
本
は
、
現
在
唯
一
の
貴
重
な
誇
.
本

で
あ
る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鵡
竹
が
こ
の
書
物
を
世
阿
掬
か
ら
相
体
し
た
の
は
、
彼
が
二
十
四
歳
の
年
の
五
長
元
年
六
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
o

同
じ
年
の
三
月
九
日
に

は
、
前
に
日
一
口
及
し
た
『
六
義
』
を
附
輿
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o

更
む
遡
っ
て
十
五
歳
の
慮
、
氷
二
十
六
年
の
八
月
に
は
、

恐
ら
く
金
春
太
夫
に
な
っ
た

ば
か
り
の
彼
に
、

『
一
音
曲
韓
出
口
惇
』
が
譲
ら
れ
て
ゐ
る
。

『
一
音
曲
務
出
口
停
』
と
『
六
義
』
と
は
、

い
づ
れ
も
蹄
竹
の
「
懇
望
」
も
し
く
は

「
所
望
」
に
よ
っ
て
、
世
阿
捌
か
ら
相
俸
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
『
拾
玉
得
花
』
は
、

「
金
春
太
央
郵
能
見
所
有
依
」
っ
て
、
特
に
佐

阿
掬
か
ら
相
停
せ
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
勿
論
奥
書
の
書
き
方
は
還
っ
て
も
、
世
阿
捌
か
ら
悩
俸
を
相
停
し
た
事
貨
に
麹
り
は
な
い
け
れ

ど
も
、

『
拾
玉
得
花
』
を
附
輿
せ
ら
れ
た
頃
の
締
竹
は
、
そ
の
塾
能
の
向
上
後
展
の
可
能
性
あ
る
こ
と
を
、
世
阿
掬
か
ら
期
待
せ
ら
れ
て
ゐ
た

こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
o

も
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
ら
う
と
思
ふ
が
、
世
阿
摘
の
嫡
子
十
郎
元
雅
は
、

「
こ
ん
は
る
な
ら
で
は
、
蛍
道
の
家
名
を
、

後
世
に
の
こ
す
べ
き
人
鉢
あ
ら
ず
」
と
い
っ
て
、
世
阿
摘
が
「
一
大
事
の
船
体
」
と
し
て
ゐ
た
『
花
鏡
』
の
一
見
を
制
竹
に
許
し
た
と
い
ふ
こ

と
が
偉
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
世
阿
粥
自
身
も
、

「
金
春
太
夫
、
郵
風
の
性
位
も
た

v
し
く
、
道
を
ま
も
る
べ
き
人
」
と
認
め
、
一
苅
雅
早
世
後
の
、
氷

享
九
年
八
月
に
は
、

一
子
相
俸
の
『
花
鏡
』
を
正
式
に
楠
竹
に
相
停
し
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
正
長
元
年
頃
に
は
、

、、
.F-

U
・
刀
ド
ト

「
勢
能
見
所
有
」
り

と
は
い
っ
て
も
、
家
の
捻
を
殴
っ
て
ま
で
、
観
世
の
家
の
一
子
相
停
で
あ
る
「
花
俸
、
年
来
稽
古
よ
り
物
質
、

京
花
道
、

花

日
リ
ヤ
』
、

何

μ
今

{

H
リ

-A』
、

口
刀
h
h
n

鏡
」
等
を
相
博
す
る
こ
と
は
事
情
が
許
さ
な
か
っ
た
む
そ
こ
で
そ
れ
ら
の
停
香
に
説
く
と
こ
ろ
を
要
約
し
て
、

別
の
形
で
純
竹
に
輿
へ
た
の
が

こ
の
『
拾
玉
得
花
』
で
あ
る
。



『
拾
玉
得
花
』
は
、
『
花
偉
書
』
の
「
問
答
傑
t
」
と
同
じ
く
問
答
の
形
式
で
、
六
ケ
僚
の
問
と
答
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
又
、
『
問
答

保
i
』
と
同
じ
く
能
の
貰
演
に
印
し
て
、
最
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
「
花
」
の
解
明
を
志
し
て
ゐ
る
。
そ
の
貼
で
は
『
花
体
脊
』
と
共
一
泊
し
た

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
、

「
花
停
、
年
来
稽
古
よ
り
物
費
、
問
答
、

別
帯
、

至
花
道
、
花
鏡
」
の
す
べ
て
に
わ
た
っ

て
ゐ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
は
、
世
阿
禰
能
楽
論
の
精
粋
で
あ
る
。
精
粋
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
阿
粥
が
こ
れ
ま
で
に
書
い
た
り
工
夫
公
案
を

重
ね
て
来
た
と
こ
ろ
を
、
最
後
に
要
約
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
思
想
は
成
長
岡
熟
の
跡
が
見
ら
れ
、
そ
の
説
明
の
仕
方
は

よ
り
行
届
い
た
手
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
直
接
原
文
に
つ
い
て
、
針
話
問
答
の
進
行
を
辿
る
う
ち
に
、
自
ら
看
取
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

問
答
の
相
手
は
誰
か
剣
ら
な
い
が
、

少
く
と
も
鵡
竹
で
は
な
い
。
恐
ら
く
こ
れ
は
架
空
の
人
物
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
こ
の
架
空
の
人
物
を
相

手
に
、
世
阿
禰
自
身
が
、
多
年
の
舞
憂
経
験
を
通
し
て
鰹
得
し
叉
反
省
し
た
と
こ
ろ
を
、
自
問
自
答
の
形
で
展
開
し
て
行
く
。

か
う
い
ふ
針
話

の
形
式
を
彼
は
何
か
ら
墜
ん
だ
の
か
知
ら
な
い
が
、
最
も
複
雑
難
解
な
問
題
を
或
は
表
か
ら
戎
は
一
畏
か
ら
、
手
近
か
な
と
こ
ろ
か
ら
'
次
第
に
奥

深
い
と
こ
ろ
へ
と
、
方
角
を
痩
へ
た
り
適
嘗
に
廻
り
遣
を
し
た
り
し
て
、
設
き
ほ
ぐ
し
て
行
く
の
に
遁
蛍
な
方
法
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

と

こ
ろ
で
針
話
の
き
っ
か
け
は
、

「
そ
の
時
そ
の
場
所
に
よ
っ
て
、
義
に
出
来
不
出
来
の
む
ら
を
生
じ
る
の
は
何
故
だ
ら
う
か
」
と
い
ふ
、

お
よ

そ
舞
憂
に
立
つ
者
の
誰
も
が
経
験
す
る
、
最
も
素
朴
な
共
通
の
疑
問
か
ら
始
め
ら
れ
る
。

こ
れ
に
針
し
て
世
阿
粥
は
、

「
郎
座
和
A
口
」
戎
は
「
嘗
気
和
合
」
の
成
否
が
、
そ
の
時
そ
の
場
所
に
於
け
る
畿
の
出
来
不
出
来
を
左
右
す
る

と
答
へ
る
。
そ
し
て
「
即
座
和
合
」
を
成
就
す
る
方
法
と
し
て
、
陰
陽
の
調
和
を
考
へ
て
「
蛍
気
」
に
「
我
意
」
を
念
筒
し
、

「
時
の
調
子
」

に
衆
人
の
心
耳
を
ひ
き
ょ
せ
、

「
一
音
曲
の
韓
文
」
を
な
し
て
「
一
音
感
」
か
ら
「
昆
風
」
の
幽
玄
に
一
座
の
感
動
を
盛
上
げ
て
行
く
こ
と
を
説
く
。

こ
れ
は
岐
に
『
問
答
保

t
』
の
第
一
に
、

「
嘗
日
む
の
ぞ
ん
で
、
先
、
座
敷
を
見
て
吉
凶
を
し
る
事
」
の
項
を
設
け
て
説
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

更
に
『
花
鏡
』
に
於
て
「
一
調
・
二
機
・
三
韓
」
・
「
先
間
後
見
」
・
「
時
節
嘗
感
ノ
事
」
と
標
し
て
細
説
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
随
っ
て
そ
の

読
は
従
来
よ
り
一
歩
も
出
て
ゐ
な
い
が
、
そ
の
説
明
の
仕
方
は
従
来
よ
り
も
一
層
詳
し
く
、
行
届
い
て
ゐ
て
『
親
切
で
あ
る
。

世
阿
嫡
の
「
拾
王
得
花
」
に
つ
い
て
〈
野
間
)

，じ
ーじ
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そ
の
時
そ
の
場
所
に
よ
っ
て
義
に
出
来
不
出
来
の
む
ら
を
生
じ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
舞
蔓
に
立
つ
演
技
者
の
側
の
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
を
見

所
の
観
客
の
側
か
ら
い
へ
ば
、

「
同
じ
ジ
ア
の
義
が
、
そ
の
時
そ
の
場
所
に
よ
っ
て
、
面
白
か
っ
た
り
面
白
く
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
、
何
故

で
あ
ら
う
か
」
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
や
う
に
第
一
の
問
題
を
裏
返
し
て
、
見
所
の
観
客
の
側
か
ら
考
へ
た
の
が
第
二
の
質
問
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
世
阿
揃
は
、
最
も
身
近
か
に
、

し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
立
合
勝
負
の
場
合
を
例
に
引
い
て
、
問
題
に
し
て
ゐ
る
。
即
ち
「
年
来
稽
古

の
劫
を
積
ん
だ
名
人
上
手
の
惑
も
、
そ
れ
か
ら
ま
だ
歌
舞
二
曲
の
修
行
中
で
、
物
異
似
の
稽
古
も
出
来
て
ゐ
な
い
童
形
の
初
心
の
惑
も
、

ど
ち

ら
も
同
じ
ゃ
う
に
面
白
く
感
ぜ
ら
れ
る
時
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
し
た
鐸
で
あ
ら
う
。
そ
の
面
白
さ
は
、
果
し
て
同
じ
質
の
も
の
な
の
で
あ

ら
う
か
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
や
や
形
を
襲
へ
て
、
『
問
答
傑
t
』
の
第
二
に
取
扱
は
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
「
劫

入
り
た
る
名
人
の
シ
ア
が
、

た
だ
今
の
若
ジ
ア
に
、
立
ム
口
勝
負
に
負
け
る
こ
と
が
あ
る
の
は
何
故
か
」
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に

劃
し
て
世
阿
掬
は
、

「
時
分
の
花
」
と
「
ま
こ
と
の
花
」
の
憶
を
持
出
し
て
説
明
し
、

こ
の
「
花
を
知
る
」
こ
と
が
大
切
だ
と
い
ふ
こ
と
を
設

い
た
。
そ
し
て
『
別
骨
口
停
』
で
は
更
に
、

「
の
ナ
ト
、

ヲ
モ
ジ
ロ
キ
ト
、

メ
ヅ
ラ
ジ
キ
ト
、

コ
レ
三
ツ
の
ヲ
ナ
ジ
コ
、
官
ナ
リ
」

と
い
ふ

「
花
の
公
案
」
を
解
明
し
て
ゐ
る
が
、
本
書
で
も
彼
は
「
花
」
の
問
題
を
持
出
し
て
設
明
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
従
来
と
制
使
り
は
な
い
。

し
か
し

「
花
」
は
、

シ
ア
の
義
の
「
位
」
で
あ
る
と
同
時
に
見
所
の
観
客
の
「
見
風
」
で
あ
る
。
演
技
者
の
事
の
「
位
」
に
上
・
中
・
下
の
三
品
九
等

が
あ
る
や
う
に
、
観
客
の
身
分
に
も
上
士
・
中
士
・
下
士
の
三
階
級
が
あ
る
。

「
上
三
花
」

(
妙
花
風
・
寵
深
花
風
・
閑
花
風
〉

の
名
人
の
襲

を
面
白
や
と
見
る
の
は
、

「
上
子
(
士
)

の
見
風
」
で
あ
り
、
「
中
三
下
位
」
(
浅
文
風
〉

の
大
方
に
得
た
る
ジ
ア
の
義
を
面
白
し
と
見
る
の
は

「
下
子
，
(
士
)

の
見
風
」
で
あ
る
。
随
っ
て
名
人
上
手
の
事
も
童
形
初
心
の
事
も
、

ひ
と
し
く
面
白
い
と
見
る
の
は
、

γ
-ア
も
見
所
も
、

「
そ

の
分
ノ
t
¥
の
心
眼
」
に
よ
る
の
だ
と
説
い
て
ゐ
る
。

こ
の
黙
は
従
来
よ
り
一
歩
を
進
め
た
新
し
い
考
へ
と
し
て
、
大
い
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

も
っ
と
も
こ
の
考
へ
は
、
今
初
め
て
こ
こ
に
現
れ
た
の
で
は
な
い
。
肢
に
そ
れ
は
『
花
停
書
』
の
「
奥
儀
」
に
、

「
目
き
き
」
と
「
目
き
か



ず、

「
上
根
上
智
の
眼
」
と
「
浅
岡
田
合
の
い
や
し
き
眼
」
と
を
分
ち
、

叉
『
花
鏡
』

の
「
比
列
之
事
」
に
も
「
目
利
」
と
「
同
合
目
利
」
と

を
区
別
し
て
、
見
所
の
夜
間
比
の
沙
汰
に
言
及
し
た
箇
所
に
も
現
れ
て
ゐ
る
。

し
か
し
そ
こ
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
、

「
一
座
建
立
」
・
「
誇
幅
増

長
」
の
た
め
に
、

い
か
に
す
れ
ば
、

こ
の
「
注
園
田
舎
の
い
や
し
き
眼
」
に
も
げ
に
も
と
思
ふ
や
う
な
能
を
し
て
見
せ
る
こ
と
が
出
来
る
か
、

そ
し
て
「
衆
人
愛
敬
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
観
貼
か
ら
で
あ
っ
た
。
随
っ
て
そ
の
続
く
と
こ
ろ
は
械
め
て
断
片
的
で
あ
っ
た

が
、
本
書
で
は
正
面
か
ら
面
白
さ
の
質
の
相
違
を
取
上
げ
て
、

ジ
ア
の
事
の
「
位
」
と
観
客
の
「
見
風
」
と
が
互
に
相
臆
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
こ
と
を
、

は
っ
き
り
と
述
べ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
新
し
く
考
案
せ
ら
れ
た
の
が
、

「
性
花
」
と
「
用
花
」
と
い
ふ
術
語
で
あ
る
。
、.. 

、司-

れ
は
戎
意
味
で
は
今
ま
で
の
「
ま
こ
と
の
花
」
と
「
時
分
の
花
」
と
に
相
通
ず
る
も
の
を
持
っ
て
ゐ
る
が
、

「
花
」
に
よ
っ
て
あ
ら
は
さ
れ
た

従
来
の
シ
ア
の
誕
の
「
位
」
に
つ
い
て
の
比
喰
と
観
客
の
「
見
風
」
に
つ
い
て
の
比
喉
と
を
、

一
語
に
し
て
綜
A
口
調
和
し
た
、

全
く
新
し
い
術

語
で
あ
る
。
即
ち
世
阿
粥
の
設
く
と
こ
ろ
を
聞
に
示
せ
ば
、
次
の
や
う
に
な
る
で
あ
ら
う
。

'1生

名名老
所木木
ののの
機襖棲

上

士

名

人

、
妙
花
風
/

上
三
花
(
寵
深
花
風
}

/
閑
花
風
、

花

上

手

中
三
位
上
花

(
E
花
風
)

桃襖

梨梅

中
三
位
中
(
康
精
風
)

大
方
の

γ
-ア

中
三
位
下
花
(
浅
文
風
〉

用

E
」

初

花

模

才
一
一
雑
木
の
花

中

士

下

士

「
性
花
」
の
「
性
」
は
、
悌
数
で
は
「
髄
」
の
別
名
と
し
て
も
用
ひ
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
は
「
用
花
」
に
針
臆
す
る
命
名
で
あ
る
と
思
ふ
が
、

時
に
「
正
花
」
と
も
記
し
、
ま
た
「
中
一
二
位
の
上
花
を
、
肢
に
、

正
花
と
あ
ら
の
す
う
へ
の
、
襖
木
な
れ
共
」
と
い
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
見
る

世
阿
舗
の
「
拾
玉
得
花
」
に
つ
い
て
(
野
間
)

七
七
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と

こ
れ
は
連
歌
の
「
正
花
」
と
「
疋
花
な
ら
ざ
る
花
」

の
考
へ
方
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

た
だ
そ
の
場
合
、
肢
に
『
九
位
』
に
於

て
中
三
位
の
上
を
「
正
花
風
」
と
命
名
し
た
貼
か
ら
、

こ
れ
と
匝
別
す
る
た
め
に
「
性
」
の
字
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
岡
山
は
れ
る
。
後
年
、

楠
竹
が
『
六
輪
一
露
』
を
著
し
て
、
世
阿
繍
の

『
九
位
』
を
悌
敬
哲
皐
を
以
て
再
構
成
し
た
際
、
上
三
花
を
蕎
・
竪
・
住
の
上
三
輪
に
配
蛍
し

て
こ
れ
を
「
性
花
」
と
し
、
中
三
位
・
下
三
位
を
そ
れ
ぞ
れ
像
・
破
の
二
輪
に
配
場
回
し
て
こ
れ
を
「
用
花
」
と
し
た
の
も
、
そ
の
基
く
と
こ
ろ

は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
く
面
白
い
と
感
ず
る
の
に
も
、
そ
こ
に
質
的
な
相
違
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

「
花
」
の
比
喰
に
よ
っ
て
明
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
さ

う
し
た
比
喰
分
別
を
は
た
ら
か
せ
る
以
前
に
、
我
々
は
一
様
に
面
白
い
と
い
っ
て
ゐ
る
。

「
い
っ
た
い
ほ
ん
と
う
に
面
白
い
と
い
ふ
こ
と
は
ど

う
い
ふ
こ
と
で
あ
る
か
」
。
問
題
は
い
よ
い
よ
事
術
的
感
動
の
秘
密
の
核
心
に
泊
っ
て
行
く
。

こ
れ
に
封
し
て
世
阿
摘
は
、
「
以
前
申
つ
る
、
面
白
と
云
、
花
と
云
、

め
づ
ら
し
き
と
一
去
、

此
三
は
、
一
株
異
名
也
」
と
い
っ
て
、
阪
に
『
別

橋
口
停
』
に
説
い
た
と
こ
ろ
を
繰
、
返
し
て
ゐ
る
。

し
か
し
単
な
る
繰
返
し
に
終
ら
な
い
で
、
更
に
こ
れ
を
分
析
し
て
、
「
妙
」
・
「
花
」
・
「
面
白
」

の
上
・
中
・
下
三
等
に
分
っ
て
設
い
て
ゐ
る

Q

こ
の
と
こ
ろ
は
極
め
て
難
解
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
従
来
、
同
じ
卒
面
で
「
一
鉢
異
名
」
と
考

へ
て
来
た
「
面
白
き
」
と
「
花
」
と
「
め
づ
ら
し
き
」
と
を
、

「
上
中
下
の
差
別
」
を
つ
け
て
階
層
的
に
考
へ
ゃ
う
と
し
て
ゐ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
帥
ち
最
も
純
粋
な
感
動
は
、
無
我
無
心
の
境
地
に
起
る
。
そ
れ
は
言
語
を
絶
し
た
も
の
で
、
強
ひ
て
い
へ
ば
天
台
の
糠
に
い
ふ
「
言
語

道
断
不
思
議
、

心
行
所
減
之
慮
、
謂
昌
之
妙

L
で
あ
る
。
別
の
言
葉
で
い
へ
ば

「
無
心
の
感
」

で
あ
る
。

そ
の
時
に
は
、

「
面
白
い
」

と
か

「
美
し
い
」
と
か
感
ず
る
飴
裕
は
な
い
。

た
だ
も
う
「
う
れ
し
き
心
」
だ
け
で
、
費
へ
ず
「
微
笑
」
す
る
と
い
ふ
の
が
寅
情
で
あ
ら
う
。

こ
れ

が
「
妙
」
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
感
動
の
陶
酔
か
ら
発
め
て
、
そ
の
「
面
白
さ
」
・
「
美
し
さ
」
を
反
省
し
分
析
す
る
時
、
そ
こ
に
「
花
」
が
現

れ
て
来
る
。
戎
は
「
無
心
の
感
」
に
澄
し
な
い
ま
で
も
、

批
判
の
眼
を
は
た
ら
か
せ
て
舞
蓋
の
演
技
を
見
て
ゐ
る
時
、
観
客
の
「
そ
の
分
/
¥

の
心
眼
」
に
膿
じ
て
、

「
花
」
を
意
識
し
面
白
い
と
感
ず
る
。
「
上
士
」
も
し
く
は
「
目
き
き
」
に
は
名
人
上
手
の
「
花
」
が
、
「
中
土
」
・
「
下

L 



士
」
戎
は
「
目
き
か
ず
」
に
は
大
方
に
得
た
る
シ
ア
の
惑
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
芯
」
と
映
ず
る
。

こ
れ
が
「
花
」
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
大
部
分

の
加
剛
容
は
、
素
朴
に
た
だ
「
面
白
い
」
と
い
っ
て
済
ま
せ
る
つ
彼
等
と
い
へ
ど
も
、
何
か
心
に
感
得
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
そ
れ

を
「
面
白
い
」
の
一
語
で
す
べ
て
片
付
け
て
し
ま
ふ

Q

こ
れ
が
い
は
ゆ
る
「
面
白
き
」
で
あ
る
。

「
一
一
知
付
る
」
と
い
ふ
の
は
よ
く
判
ら
な
い

が
、
恐
ら
く
和
歌
・
連
歌
の
介
助
か
ら
来
た
言
葉
で
、
ち
ょ
っ
と
批
汗
す
る
、
感
想
を
述
べ
る
と
い
ふ
は
ど
の
意
に
用
び
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と

田
山
、
ふ
。し

か
し
な
が
ら
、
深
い
に
も
せ
よ
浅
い
に
も
せ
よ
、
さ
う
し
た
観
客
の
感
動
は
、

シ
テ
の
惑
に
よ
っ
て
喚
ぴ
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
つ
随
つ

て
そ
れ
は
シ
テ
の
惑
の
「
力
」
或
は
「
位
」
と
、

今
一
く
無
関
係
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
。
肢
に
九
位
第
一
に
定
位
し
た
「
妙
花
風
」

を
得
た
名
人
が
、

無
心
の
境
地
に
遊
ん
で
「
舞
歌
の
曲
を
な
し
、
意
景
・
感
風
の
心
耳
を
お
ど
ろ
か
す
」
時
、

「
お
ぼ
へ
ず
見
所
の
感
般
を
な

す
」

の
で
あ
る
。

こ
れ
を
こ
そ
ほ
ん
と
う
の
面
白
さ
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

『
花
鋭
』

。〉

「
一
帯
帯
十
二
ケ
係
」

。〉

内
の
「
上
手
之
知
感
ノ
事
」
が
想
ぴ
出
さ
れ
る
。
銑
に
そ
こ
で
世
阿
獅
は
、

「
初
心
よ
り
を
も
し
ろ
き
所
の
あ
る
も
有
」
と
い
び
、

治、

し

「
次
第
ノ
〈
¥
に
上
手
の
く
ら
い
に
い
た
れ
共
、
を
も
し
ろ
き
と
を
も
ふ
は
叉
べ
ち
也
。

叉
を
も
し
ろ
き
く
ら
い
よ
り
上
に
、

心
に
も
を
ぽ
え
ず
、

あ
っ
と
云
重
あ
る
べ
し
。
是
は
感
な
り
ー
と
い
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
シ
テ
の
側
か
ら
い
っ
た
一
一
一
口
葉
で
あ
る
が
、

「
而
向
き
」
と
い
ふ
内
容
を
介

析
し
て
、
階
層
的
に
考
へ
ょ
う
と
し
て
ゐ
る
こ
と
が
注
怠
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
更
に
、
そ
れ
を
シ
ア
の
惑
の
「
位
」
に
針
懸
せ
し
め
て
考
へ
よ

う
と
し
て
ゐ
る
の
も
、
本
書
に
先
ん
ず
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

面
白
さ
の
極
致
は
「
無
心
の
感
」
に
あ
る
。
そ
の
「
無
心
の
感
」
を
な
し
、
党
は
「
無
心
の
感
」
を
持
ち
得
る
人
と
い
ふ
の
は
、
「
妙
花
風
」

を
得
た
名
人
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
稽
古
の
際

t
」
に
、

安
き
位
と
い
ふ
こ
と
が
見
え
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
つ
ま
り
、
無
心
の
感
・
妙
花
の
所
と

同
じ
意
味
な
の
で
あ
ら
う
か
」
。

こ
れ
が
第
四
の
質
問
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
ふ
「
稽
古
の
保
:
」
と
は
、
『
花
偉
書
』

の
「
年
来
稽
古
傑

t
」
に

は
「
安
き
位
」
と
い
ふ
言
葉
は
見
営
ら
な
い
か
ら
、

こ
れ
は
『
九
位
』

の
「
九
位
召
澄
の
市
大
第
係

t
」
を
指
し
て
い
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
の

附
川
畑
山
「
拾
壬
得
花
」
に
つ
い
と
(
野
間
)

じ
じ

κ



E 

五

十

別

年

記

念

論

集

七
七
六

そ
こ
で
は
「
中
初
・
上
中
・
下
後
」
と
い
ふ
こ
と
を
説
明
し
て
、

一
一
曲
の
稽
古
に
浅
風
の
文
を
な
し
て
、

-
次
第
に
鹿
精
・
五
花
と
符
法
し
、
ー
以

後
に
妙
花
の
「
安
位
」
を
総
て
さ
て
却
来
し
て
、
無
心
無
曲
に
、
自
由
に
下
三
位
の
風
に
も
遊
ぶ
境
地
に
到
達
す
る
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
が
、

こ
こ
に
述
べ
る
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
そ
れ
と
同
趣
旨
で
あ
る
。

た
だ
こ
こ
で
は
、
中
三
位
・
下
三
位
を
習
得
し
た
シ
ア
に
も
、

「
其
の
分
/
¥
の
安

位
」
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
な
ま
じ
い
に
「
堪
能
妙
花
の
襲
人
」
の
「
安
曲
」
を
模
倣
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
得
た
る
分
々
の
「
安
出
」
の
周

慨
を
演
ず
る
こ
と
を
勧
告
し
て
ゐ
る
の
は
親
切
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
花
鏡
』

の
「
事
香
十
二
ヶ
係
」
の
内
「
習
道
智
の
事
」
と
相
通
ず
る
。
り
て

し
て
こ
こ
に
臨
済
の
「
無
位
異
人
と
云
文
」
を
引
き
、

同
じ
く
「
悟
々
同
未
悟
、
悟
了
間
未
悟
」
の
純
詩
を
旗
げ
、
自
得
幹
一
品
臨
脳
師
の
『
六
牛

圃
』
第
六
m仰
を
引
用
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、

や
や
注
意
す
る
に
足
る
と
思
ふ
。

次
に
「
一
切
寓
道
成
就
」
と
い
ふ
一
言
葉
は
、
世
阿
禰
の
ど
の
惇
香
に
も
見
蛍
ら
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、
多
分
そ
れ
は
、

遊
数
は
一
切
の
市
道

を
成
就
す
る
も
の
だ
と
い
ふ
、
世
阿
禰
の
理
想
を
現
し
た
標
語
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
と
こ
ろ
で
問
者
は
、

「
こ
れ
は
た
だ
字
而
の
通
り
の
意
味

で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
も
っ
と
深
い
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
か
」
と
問
ふ
。

こ
れ
が
第
五
の
質
問
で
あ
る
o

世
阿
仰
は
こ
れ
に
針
し
て
、

や

は

り
こ
れ
も
「
面
白
き
心
」
と
閥
係
が
あ
る
と
い
ふ
。

い
ふ
心
は
『
花
停
書
』

の
「
純
義
」
に
、

「
抑
主
義
能
と
者
、
諸
人
の
心
を
や
は
ら
げ
て
、

上
下
の
感
を
な
さ
ん
事
、
喜
一
渦
増
長
の
も
と
ひ
、

か
れ
い
延
年
の
ほ
う
な
る
べ
し
。
き
わ
め
/
¥
て
は
、
諸
道
悉
に
誇
一
順
延
長
な
ら
ん
」
と
い

ふ
と
こ
ろ
と
、
同
一
趣
旨
に
出
る
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
そ
の
成
就
に
つ
い
て
大
切
な
こ
と
は
、
「
序
破
念
」
で
あ
る
と
説
く
。
「
序
被
念
」
が

成
就
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
「
寓
曲
の
お
も
し
ろ
さ
」
が
成
就
せ
ら
れ
、
「
高
出
の
お
も
し
ろ
さ
」
を
得
て
初
め
て
、

-
一
〕
・
1
J

庄
支
配
一

二
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L
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能
の
理
想
が
賞
現
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

U

「
序
破
念
」
に
つ
い
て
は
、

肢
に
『
花
惇
脊
』

の
「
問
答
傑
:
」
や
「
花
鋭
」

の
「
事
帯
十
二
ケ
係
し

共
他
に
、
繰
、
返
し
説
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
能
の
演
出
の
時
間
的
進
行
に
つ
い
て
辿
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

v
」

V

」

で
は
こ
り
原
理
が
、
「
寓
象
森
羅
、

寸
訂
正
阜
た
ト
、

l-ノ
亡

F

-

J

ノ

有
生
非
生
」
の
こ
と
ご
と
く
に
具
は
る
も
の
で
あ
り
、
円
で
し
て
そ
れ
が
い
は
ゆ
る
「
あ
は
れ
」

を
も
よ
は
し
、

「
お
も
し
ろ
き
心
」
を
動
か
す
根
源
で
あ
る
と
す
る
黙
で
、
従
来
よ
り

h
更
に
徹
底
し
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
の



最
後
の
質
問
は
、
第
五
の
「
安
き
位
」
に
つ
い
て
の
質
問
と
関
聯
が
あ
る
。

「
人
お
の
お
の
そ
の
惑
に
我
が
得
た
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
.
そ

の
我
意
分
に
つ
い
て
何
か
別
に
注
意
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
針
し
て
世
阿
摘
は
、

九
位
の
上
三
枚
・
中
三
枚
・

下
三
位
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ
の
得
た
る
位
が
あ
り
、
そ
の
得
た
る
枚
に
任
せ
て
演
ず
る
の
が
「
我
意
分
」
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
た
だ

我
が
得
た
り
と
思
ふ
と
こ
ろ
を
「
お
し
あ
て
が
い
に
事
を
な
さ
ん
と
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

「
異
質
の
我
意
分
」
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
。

「
異
質
の
我
意
分
」
と
は
、

「
舞
歌
の
二
曲
」
を
十
分
に
習
得
し
、
老
・
女
・
軍
の
三
燃
は
も
と
よ
り
、
鬼
紳
・
物
狂
ひ
の
風
間
に
王
る
ま
で
、

そ
の
性
根
を
究
め
蓋
し
て
、

こ
れ
を
似
せ
る
と
い
ふ
よ
り
も
こ
れ
を
自
分
の
も
の
に
こ
な
し
き
っ
て
、
そ
の
も
の
に
な
り
き
っ
て
こ
そ
、
初
め

て
「
我
意
分
」
を
蓋
す
と
い
ふ
こ
と
が
い
は
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
「
誠
の
物
ま
ね
」
と
も
「
有
主
風
」
と
も
い
ふ
。
そ
の
境
地
を
「
安
き

位
」
と
い
ひ
、
「
定
位
本
風
の
我
意
分
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
阪
に
、
「
至
花
道
』

の
「
無
主
風
事
」
や
「
二
品
川
三
淋
柏
岡
」
な
ど

に
詳
説
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

以
上
こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
書
は
「
花
停
、
年
来
稽
古
よ
り
物
費
、
問
答
、

別
待
、

至
花
道
、
花
鋭
」
等
の
家
の
純
脊
を
相
体
す
る
代
り
に
、

そ
の
要
を
拾
っ
て
、
花
の
奥
儀
を
梢
竹
に
倖
へ
た
も
の
で
あ
る
o

『
拾
玉
得
花
』

の
題
披
は
、
買
に
そ
こ
に
由
来
す
る
。
そ
し
て
木
書
は
、
世

阿
掬
と
し
て
は
そ
れ
ら
の
書
物
の
成
っ
た
後
に
書
い
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
思
想
は
同
熟
し
、

そ
の
説
く
と
こ
ろ
周
到
で
あ
り
、

し

ば
し
ば
見
る
べ
き
新
見
の
あ
る
こ
と
、
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
、
本
脅
後
見
の
意
義
は
械
め
て
高
く
汗
債
せ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
因
み
に
終
り
に
蛍
っ
て
、
本
書
の
披
見
を
許
さ
れ
た
金
春
宗
家
、
な
ら
び
に
そ
の
仲
介
の
併
を
執
ら
れ
た
会
春
文
感

士
に
針
し
て
、
厚
く
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
c

E主

主
制
で
は
な
く
、

事
ら
古
田
博
士
制
定
本
を
巾
心
と
し
て
、
間
竹
の

琳

ω
金
春
文
庫
十
士
は
、
そ
の
卒
業
論
文
「
拾
玉
得
花
に
つ
い
て
」
に
於
て
、
金
春
宗
家

所
蹴
に
世
阿
制
作
と
推
定
せ
ら
れ
る
『
拾
玉
得
花
』
の
侍
本
の
存
在
す
る
こ
と
を
報

告
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
右
卒
業
論
文
に
仰
っ
た
の
は
、
世
阿
側
の
『
拾
玉
作
花
』
が

読
」
を
究
明
し
た
の
で
あ
っ
た

Q

A
リ
】

第
二
十
住
第
二
抗
、
昭
和
十
八
年
六
月
「
日
本
書
誌
取
之
研
究
」
再
説

「
世
阿
朔
著
作
『
一
音
曲
一
ム
位
』
の
政
見
」

同
和
十
六
午
二
け
俊
行
雑
誌
「
町
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